
(1)　加法定理から

　　　　　sin 0 1+  =sincos +cossin　…… ②　0 1
ア

　　　　　sin 0 1-  =sincos -cossin　…… ③

　②+③ から

　　　　　sin 0 1+  +sin 0 1-  =2sincos　…… ④

　ここで， +=A，-=B とおくと　　=
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　これらを ④ に代入すると　　 sinA+sinB=2sin
+A B

2
cos

-A B

2
　…… ①

　が得られる。

(2)　① を用いると

　　　　　f 0 1x =sin8 9+x
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

4
cos



6
　 0 1

エ，オ  

　　　　　　　=2cos


6
sin8 9+x



4

　2cos


6
=2･

U3

2
=U3  は正の定数であるから， f 0 1x  が最大になるのは

　sin8 9+x

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 が最大のときである。

　0(x<2 であるから　　
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  すなわち  x=



4
 で最大値 1 をとる。

　よって，0(x<2 の範囲において，

　　　　f 0 1x  は x=


4
 で最大値 U3  をとる。　0 1

カ，キ

 (3)　(i)　sin 0 1+x 3a +sin 0 1+x a =2sin
+0 1+x 3a 0 1+x a
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　　　　　　　　　　　　　　　=2sin 0 1+x 2a cosa

　　　　　　　　　　　　　　　=2cosasin 0 1+x 2a

　　2cosa  は定数であるから，2 つの関数の和 sin 0 1+x a +sin 0 1+x 3a  は sin 0 1+x 2a

　　の定数倍となる。　0 1
ク，ケ

　　よって　　g 0 1x =sin 0 1+x a +sin 0 1+x 2a +sin 0 1+x 3a

　　　　　　　　　=2cosasin 0 1+x 2a +sin 0 1+x 2a

　　　　　　　　　=02cosa 1+1 sin 0 1+x 2a 　 0 1
コ  
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　(ii)　(i) より， a=
5

6
 のとき
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　　1<U3 <2 より 1-U3  は負の定数であるから，g 0 1x  が最大になるのは 

　　sin8 9+x
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  が最小のときである。

　　 0(x<2 であるから　　
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 で最小値 -1 をとる。

　　よって，0(x<2 の範囲において，

　　　　　g 0 1x  は x=
サシ11
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 で最大値 -0 1-1 U3 =U3 -1 をとる。　 0 1
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